
世界的にカーボンニュートラルの切り札とされる洋上風力
発電。日本政府も2040年に45GW（原発45基分）の導入
を目指す。これにより国内には、建設市場だけでも年間
1兆～2兆円、波及効果まで含めればさらに巨大な規模の
産業が生まれることになる。本書では、総論でこうした国内外
の洋上風力を巡る状況を概観。2章では、洋上風力先進
地域の欧州のほか米中韓、台湾、日本の動向を解説する。
国内の洋上風力は、入札効果により当初から予想よりも
低コストでの建設・運営が求められており、洋上風力ビジ
ネスで十分な利益を得るには、世界市場を視野に入れる
必要がある。国・地域別動向で紹介する各国の施策・
プロジェクト、サプライチェーン動向は、海外への参入検討に
役立つはずだ。3章では要素技術の解説、4章では注目
される浮体式洋上風力の社会実装シナリオ、5章では先行
する欧米のサプライチェーン市場規模を取り上げ、洋上
風力の可能性を把握できる1冊となっている。

既存プロジェクトの動向から
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欧米中韓台日のプロジェクトを総括、
サプライチェーンも分析
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老朽化する道路や水道など「公共インフラ」の民営化に
加え、洋上風力や水素サプライチェーンなどの「グリーンイ
ンフラ」、データセンターやMaaS、スマートシティなどの「デ
ジタルインフラ」の開発が急務となっています。インフラビ
ジネスの市場規模は2030年までの累計で400兆円規模
に拡大すると試算され、メーカーや建設会社、エンジニアリ
ング会社、商社、不動産会社、電力・ガス会社、通信会社、
金融機関などにとって事業拡大のチャンスです。
インフラビジネスは裾野が広く、参入には国内外の企業
による提携が必要なうえ、制度変更などへの理解も欠か
せません。本レポートは、市場参画を目指す企業が政策や
投資のトレンド、注目事業や注目プレーヤーの最新動向を
分析できる構成となっています。事業機会や投資機会の
発掘、成長市場への挑戦に、ぜひご活用ください。

成長する400兆円市場
政策・事業・投資のトレンドをレポート
インフラビジネスの最新動向がつかめます

詳しい情報はこちら▶

nkbp.jp/hj-infr-x
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●収録内容：有望領域/事業スキーム/
収益モデル・リスク分析/市場予測

●「インフラビジネスレポート2023」には
　一部アップデート情報が掲載されています。

好評既刊「グリーン・デジタル社会をつくる
インフラ事業構築＆投資戦略」（2021年12月14日発行）
と併せてご利用ください。

■ 著者：インフラビジネスパートナーズ共同代表 平島寛、菅健彦／日経不動産マーケット情報 瀬川滋
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■ 【書籍のみ】価格：198,000円（10％税込）、ISBN：978-4-296-20098-6
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インフラ市場の
ビジネストレンドを分析

注目プロジェクトの
事業スキーム研究

主要プレーヤーの
インフラ事業・投資動向

国内外の主要プレーヤーの
動向をレポート。

注目すべき戦略を分析します。

官民連携によるインフラ運営から
再エネ開発、デジタルインフラまで、
最新動向をレポートします。

インフラビジネス
レポート2023

発電コスト低減で、爆発的な
拡大が見込める市場を俯瞰

港湾を核に地域活性化へ寄与、
関連産業への経済効果を分析

世界のプロジェクトや
サプライチェーンを解説

事業化手法から投資の収益・リスク、
トラブルまで、先進事業にみる
成果と課題を解説します。

※詳細は本カタログ24-25ページをご覧ください。




